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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 1月 21日 (2004.1.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ の 際 、 生 産 性 向 上 の た め に 特 開 昭 ５ １ － ７ ０ ４ ２ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 焼 結 基 板 を 巻
回 体 の 状 態 で 一 連 の 浸 漬 ・ 乾 燥 ・ ア ル カ リ 処 理 ・ 水 洗 の 各 工 程 を 施 す 方 法 が 提 案 さ れ て い
る 。 こ の 方 法 で は 、 焼 結 基 板 を ス テ ン レ ス 製 ス プ リ ン グ な ど の 間 隔 保 持 体 に よ り 所 定 極 板
間 隔 を 保 持 し て 巻 回 し 、 巻 回 体 の 状 態 で 含 浸 す る こ と に よ り 大 量 処 理 を 可 能 に し て い る 。
こ の 支 持 リ ー ル は 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 主 軸 １ １ の 両 端 に 配 設 さ れ た 支 持 部 １ ２
ａ 、 １ ２ ｂ を 有 し て い る 。 ま た こ れ ら 支 持 部 に は 、 主 軸 を 中 心 と し て 放 射 状 に リ ブ １ ３ が
配 設 さ れ て お り 、 巻 回 さ れ た 焼 結 基 板 ７ の 側 端 部 が こ れ ら リ ブ １ ３ に よ っ て 支 持 さ れ る よ
う に な っ て い る 。 通 常 、 支 持 リ ー ル は 主 軸 １ １ が 直 立 す る よ う な 態 勢 で 使 用 さ れ る が 、 リ
ブ １ ３ に よ る 部 分 的 支 持 に よ り 、 巻 回 さ れ た 焼 結 基 板 の 側 端 部 の 全 辺 が 支 持 部 と 接 触 す る
こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 焼 結 基 板 側 端 部 の 損 傷 が 防 止 で き 、 か つ 焼 結 基 板 を 処 理 液 に 浸
漬 し て も 処 理 液 な ど の 循 環 が 妨 げ ら れ な い よ う に な っ て い る 。 し か し な が ら 、 近 年 、 更 な
る 大 量 処 理 が 求 め ら れ る よ う に な り 、 焼 結 基 板 の 幅 広 化 、 長 尺 化 が 更 に 推 し 進 め ら れ

に な っ た 。 こ の 結 果 、 リ ブ に か か る 焼 結 基 板 の 重 み が 増 大 し 、 特 に 保 持 体 外 周 部 に お い
て は リ ブ の 間 隔 が 広 が る こ と か ら 、 焼 結 基 板 が 自 重 で 変 形 し 、 巻 回 体 の 真 円 度 が 維 持 で き
な く な る と い っ た 問 題 が 生 じ る よ う に な っ た 。 こ れ に よ り 、 焼 結 基 板 同 士 が 接 触 し 、 そ の
部 分 で 液 体 あ る い は 気 体 の 流 通 が 悪 く な り 、 極 板 表 面 に 汚 れ が 生 じ た り 、 均 一 な 表 面 処 理
が で き な か っ た り す る こ と に よ り 、 品 質 低 下 の 原 因 と な っ て い た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 上 記 結 基 板 同 士 の 接 触 を 防 ぐ た め に 、 リ ー ル 中 心 部 の 軸 受 型 鍔 部 か ら 放 射 状 に
延 び 出 た リ ブ 上 に 渦 巻 き 状 に 極 板 支 持 ガ イ ド 片 を 固 定 し 、 帯 状 の 焼 結 基 板 を 支 持 す る 極 板
支 持 ガ イ ド 片 相 互 の 間 隔 を 、 鍔 部 に 近 い 巻 き 初 め 部 分 で 広 く し 、 外 周 部 に 近 い 巻 き 終 わ り
部 分 で は 狭 く し て 巻 き 取 る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 特 開 平 １ １ － ２ １ ３ ９ ９ ７ ） 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １

る よ
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 そ の よ う な 方 法 で は 、 巻 回 体 中 心 部 で の 巻 回 ピ ッ チ が 大 き く な る た め 結 基 板 の
巻 長 さ が 減 少 し 、 生 産 性 向 上 効 果 を 十 分 に 発 揮 し 得 ず 、 又 、 巻 回 体 の 外 周 部 と 内 周 部 で
結 基 板 同 士 の 間 隔 が 異 な り 、 液 体 、 気 体 の 流 通 が 均 一 に な ら な い な ど の 問 題 が あ っ た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 支 持 リ ー ル に よ れ ば 、 巻 回 体 内 周 部 か ら 外 周 部 に わ た っ て 巻 回 体 を
構 成 す る 結 基 板 な ど の 帯 状 体 の 距 離 を 短 く 保 っ た ま ま 、 支 持 す る こ と が で き る た め 、 巻
回 体 が 全 体 に わ た っ て 真 円 に 近 い 形 状 を 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 一 方 、 内 周 部 で は 必
要 以 上 に リ ブ が 密 集 す る こ と が 無 い た め 、 液 体 、 気 体 の 流 通 が 悪 く な る こ と も な い 。 従 っ
て 、 液 体 や 気 体 の 通 過 を 遮 断 す る こ と の な い よ う に 配 置 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 巻
回 体 全 長 に わ た っ て 必 要 最 低 限 の 間 隔 で 巻 回 す る こ と が で き 、 一 度 に 処 理 し 得 る 最 大 量 の
処 理 を 行 な う こ と が 可 能 と な り 、 生 産 性 が 飛 躍 的 に 向 上 す る 。 ま た 、 十 分 に 均 一 な 処 理 を
行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
か か る 構 成 に よ れ ば 、 領 域 面 積 が 小 さ く な る 内 周 側 で リ ブ が 少 な く 、 領 域 面 積 の 大 き く な
る 外 周 側 で は リ ブ が 多 く な る 構 造 の 支 持 リ ー ル を 用 い て い る た め 、 こ の 支 持 リ ー ル は 、 外
周 側 の 機 械 的 強 度 が 高 め ら れ 、 面 全 体 に わ た っ て 同 程 度 の 機 械 的 強 度 を も つ も の と な っ て
い る 。 し た が っ て 巻 回 体 内 周 部 か ら 外 周 部 に わ た っ て 巻 回 体 を 構 成 す る 帯 状 結 基 板 の 距
離 を 短 く 保 っ た ま ま 、 全 体 に わ た っ て 真 円 に 近 い 形 状 を 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 一 方
、 内 周 部 で は 必 要 以 上 に リ ブ が 密 集 す る こ と が 無 い た め 、 液 体 、 気 体 の 流 通 が 悪 く な る こ
と も な く 表 面 状 態 の 良 好 な 電 極 基 板 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 巻 回 体 全
長 に わ た っ て 必 要 最 低 限 の 間 隔 で 巻 回 す る こ と が で き 、 一 度 に 処 理 し 得 る 最 大 量 の 処 理 を
行 な う こ と が 可 能 と な り 、 生 産 性 が 飛 躍 的 に 向 上 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
各 枠 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 半 径 ２ ５ ０ ｍ ｍ 、 ５ ０ ０ ｍ ｍ ， １ ５ ０ ０ ｍ ｍ 、 幅 ８ ｍ
ｍ の 円 環 状 で あ り 、 リ ブ ３ の 幅 は 同 じ く ８ ｍ ｍ で あ る 。 こ れ ら の 枠 や リ ブ の 材 質 は ス テ ン
レ ス で あ る 。 そ し て 、 こ の 含 浸 用 支 持 リ ー ル に 帯 状 結 基 板 が 巻 回 さ れ て 巻 回 体 を 構 成 す
る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
最 内 周 の 枠 ４ ａ お よ び そ の 外 側 の 枠 ４ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 半 径 ２ ５ ０ ｍ ｍ 、 ５ ０ ０ ｍ ｍ の 円 に
外 接 す る 正 方 形 お よ び 正 八 角 形 を な す よ う に 形 成 さ れ て お り 、 最 外 周 の 枠 の 半 径 は １ ５ ０
０ ｍ ｍ で あ る 。 こ の 含 浸 用 支 持 リ ー ル に 帯 状 結 基 板 が 巻 回 さ れ て 巻 回 体 を
構 成 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
２ ． 帯 状 結 基 板 の 形 成
こ の 含 浸 用 リ ー ル は 、 導 電 性 芯 材 に ニ ッ ケ ル 粉 を 焼 結 し 、 こ の 焼 結 体 を 硝 酸 ニ ッ ケ ル の よ
う な 金 属 塩 溶 液 と ア ル カ リ 液 と に 交 互 に 何 度 も 繰 り 返 し 浸 漬 し て 、 こ の 焼 結 さ れ た 導 電 性
芯 材 に 水 酸 化 ニ ッ ケ ル を 析 出 さ せ る 方 法 に 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
５ ． リ ブ 間 隔 と 極 板 不 良 部 位 面 積 と の 関 係
次 に 、 活 物 質 含 浸 焼 結 基 板 ａ お よ び ｘ に 対 し 、 こ れ ら 基 板 （ 図 １ 、 図 ４ に ７ で 示 す ） の
側 端 部 に 形 成 さ れ た リ ブ と の 接 触 痕 を も と に 、 図 ７ の 様 に し て 区 切 ら れ る 各 領 域 の リ ブ 接
触 間 隔 Ａ 、 お よ び 領 域 面 積 （ 基 板 の 幅 Ｗ × Ａ ） に 占 め る 不 良 部 面 積 の 割 合 Ｓ （ ％ ） を 夫 々
求 め 、 Ｓ に 対 す る Ａ の 関 係 を 図 ６ に 示 し た 。 な お 、 図 ６ で は 、 最 大 の リ ブ 接 触 間 隔 に お け
る 部 分 で の Ｓ を １ ０ ０ ％ に 正 規 化 し て 示 し て あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 支 持 リ ー ル に よ れ ば 、 巻 回 体 内 周 部 か ら 外 周 部 に わ た っ て 巻 回 体 を
構 成 す る 結 基 板 な ど の 帯 状 体 の 距 離 を 短 く 保 っ た ま ま 、 支 持 す る こ と が で き る た め 、 巻
回 体 が 全 体 に わ た っ て 真 円 に 近 い 形 状 を 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 一 方 、 内 周 部 で は 必
要 以 上 に リ ブ が 密 集 す る こ と が 無 い た め 、 液 体 、 気 体 の 流 通 が 悪 く な る こ と も な い 。 そ の
結 果 、 巻 回 体 全 長 に わ た っ て 必 要 最 低 限 の 間 隔 で 巻 回 す る こ と が で き 、 生 産 性 の 向 上 を は
か る こ と が で き る と と も に 、 十 分 に 均 一 な 処 理 を 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
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